
 

ちょっと聞きたいシリーズ⑪ 

 

 

 

 

特別支援学校学習指導要領解説各教科等編（小学部・中学部）の音楽科において、下記のように示し

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知的障がい教育における音楽科を指導する時のポイント 

「音楽的な見方・考え方」とは？ 

音楽的な見方・考え方とは、「音楽に対する感性を働かせ、音や音楽を、音楽を形づくっている

要素とその働きの視点で捉え、自己のイメージや感情、生活や文化などと関連付けること」であ

ると考えられる。                                      （下線部は相馬支援学校による。） 

表現領域 
自分なりの思いをもって歌った

り楽器を演奏したり音楽を作っ

たり身体表現したりする学習 

鑑賞領域 
楽しさを見いだし、味

わって聴く学習 

さらに、学習指導要領解説で示している言葉の意味を読み取り、

下図のようにまとめてみました。 

今回は中学部の音楽科で考えてみましょう！ 

学
習
の 充

実 

音楽的感受性 

面白さ・美しさなどを感

じ取るときの心の動き 

音や音楽を捉える視点 

音楽に対する感性が働く 

音色、リズム、速度、反

復、呼びかけとこたえな

どの音楽を形づくってい

る要素を聴き取る 

要素を聞き取り 

互いに関わらせながら 

働
か
せ
て 

視
点
で
捉
え 

音や音楽 

音楽がどのように形づくられて、どのような雰囲気や表情を醸し出し
ているかを見いだしていく過程を通して捉えることができる。 

音
楽
の
見
方
・ 

考
え
方 これらを、自己のイメージや感情・捉えたことと生活や文化と関連付ける 

音楽的な見方・考え方 

見
方
・考
え
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駆
動
！
！ 

授業者が、いかに見方・考え方を駆動できるようにするかが鍵 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊指導内容：音楽科小学部３段階「音楽づくり」   

画像：出典：https://ai-catcher.com/  
       https://www.irasutoya.com/ 

(文責：根本麻美 八巻美貴  富村和哉) 
 

実践例の紹介 小学部 音楽科「がっきをならそう」 

お！？ 

虫によって、いろいろな音

で面白い！！ 

スズムシの音は「りんり

ん」、クツワムシの音は

「がちゃがちゃ」「からか

ら」と聞こえる！ 

音や音楽 

音楽的感受性 

音楽「虫のこえ」 
音「虫の鳴き声」 
＊音色、リズム、反復等 

要素を聴き取る 

見
方
・考
え
方 

      

駆
動
！ 

音や音楽を捉える視点 

要素を聞き取り 

互いに関わらせながら 

音楽は、楽器によって、ちょっと雰囲気が違う感じがする。 
スズムシの音、どうやって、あの感じ、音色をだそうかなぁ。 

自分が聴いたイメージ、感覚から考えると・・・ 

音
楽
の 

【学習の充実へ】 子どもたちの様子から 
表現領域 
自分なりの思いをもって楽器

を演奏したり音楽を作ったり

する学習の充実へ 
「りんりん」は鈴の音に似ている

から、鈴を鳴らして表現しよう 

友達がスズムシの音を表現する場面でギロを選ぶ

と、「違う！りんりんはこれだよ！」と、自分の考えを伝え

る場面が見られました。 

学習が充実し、子どもたちが考え気づいたり、

新しい学びに出会ったりする姿を見ると、私たち

も嬉しいですよね。だからこそ、どう意図的に単元

構想するかが大事になってきますね。 

https://ai-catcher.com/

